












































行った（Hayashi-Takagi A et al, 2010, Nat Neurosci）．グル
タミン酸作動性シナプスの約 8 割は，樹状突起上に小突起
構造（スパイン）を形成する．様々な統合失調症関連モデ










et al, Nature, 2015）．このような新技法によりシナプスが
確かに行動レベルに大きな影響を持つことが今までよりも
直接的な形で示すことが出来た．これらの一連の研究の末，
シナプスと精神疾患病態との関連についての作業仮説と，
それに立脚したドラッグスクリーニングの実験系を紹介す
る．
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